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た
被
保
険
者
に
係
る
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
措
置
を
制

定
す
る
（
Ｐ
３
参
照
）。

文
化
体
育
館
大
・
小
ホ
ー
ル

吊
天
井
落
下
対
策
、
電
気
・

機
械
設
備
改
修
工
事
。
１
億

１
３
９
３
万
５
８
０
０
円
。

工
事
期
間　
６
年
10
月
31
日

限
り
。

公
平
委
員
会
委
員

任
期
満
了
に
伴
う
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
に
同
意
。

　
中な

か
林ば

や
し

良り
ょ
う

治じ

氏

　
町
奨
学
金
を
定
め
ら
れ
た

期
日
に
返
還
せ
ず
、
再
三
の

催
告
を
行
っ
た
が
返
還
し
て

も
ら
え
な
い
た
め
、
訴
え
を

提
起
す
る
（
２
件
）。

請
負
契
約

人
事
案
件

訴
え
の
提
起

　12 月８日から 20 日ま
で 13 日間開会し、人事案
件１件、補正予算３件、
条例制定１件、条例改正
６件、請負契約１件、訴
えの提起２件を審議。い
ずれも全会一致で原案の
とおり可決した。
　また、４年度一般会計
決算、４特別会計決算を
認定した。
　一般質問は 11 人の議員
が行った。

12月定例会
第418回

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
の
総
額
に
２
億

４
千
６
万
円
を
追
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
１
１
７
億
６
６
１
６

万
５
千
円
と
す
る
。

　
歳
入
（
主
な
も
の
）

○
障
害
児
通
所
等
給
付
費
国

県
負
担
金
３
４
５
０
万
円

○
自
立
支
援
給
付
費
国
県
負

担
金
５
９
１
０
万
円

　
歳
出
（
主
な
も
の
）

○
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
記

念
品
費
４
０
８
万
３
千
円

○
心
身
障
害
者
（
児
）
支
援

事
業
費
７
４
０
９
万
円

○
障
害
児
通
所
等
給
付
費
４

６
０
０
万
円

○
感
染
症
対
策
事
業
費
１
３

８
０
万
７
千
円

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
給

料
表
な
ど
の
見
直
し
を
行
う
。

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
右
記

条
例
の
改
正
に
準
じ
、
期
末

手
当
の
支
給
月
数
の
見
直
し

を
行
う
。

消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　
消
防
団
再
編
に
伴
う
定
員

及
び
消
防
団
員
の
報
酬
な
ど

を
改
正
す
る
（
Ｐ
３
参
照
）。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

が
一
部
改
正
さ
れ
、
出
産
し

条
例
改
正
の
主
な
も
の

補
正
予
算

12月・１月分上水道料金基本料金の減免
物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用

○
丹
波
少
年
自
然
の
家
負
担

金
６
８
３
万
２
千
円

○
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
費
１
９
５
万
９
千
円

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　
歳
入
歳
出
の
総
額
に
２
億

４
８
０
２
万
６
千
円
を
追
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
億
１

４
１
９
万
１
千
円
と
す
る
。

　
歳
入
（
主
な
も
の
）

○
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
２
億

４
７
４
７
万
６
千
円

　
歳
出
（
主
な
も
の
）

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対

す
る
給
付
金
１
億
８
２
０
０

万
円

○
水
道
事
業
会
計
補
助
金
５

８
９
７
万
６
千
円

５
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
３
６
８
３
万
３
千
円

を
追
加
。

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
条
例

　
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進

し
、
部
落
差
別
の
な
い
町
を

実
現
す
る
（
Ｐ
３
参
照
）。

条
例
制
定

議 案 審 議

水道料金の減免

消防団の定員や
報酬などを改正
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Q　
農
地
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
費
分
担
金
で
、
激
甚
災

害
の
指
定
を
受
け
た
場
合
、

95
％
程
度
の
補
助
率
に
な
り

分
担
金
が
減
額
す
る
と
聞
く

が
、
こ
の
指
定
は
ま
だ
決
ま

っ
て
い
な
い
の
か
。
ま
た
、

い
つ
頃
決
ま
る
の
か
。

A　
激
甚
災
害
の
指
定
は
す

で
に
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、

補
助
率
の
か
さ
上
げ
申
請
を

し
て
い
る
。
６
年
１
月
末
に

申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
、
お

お
む
ね
95
％
の
補
助
率
に
決

定
す
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

多
く
の
情
報
へ
の
「
入

口
」
と
な
る
サ
イ
ト
の

こ
と
。

ひ
と
く
ち
メ
モ

委員会の活動報告
　
12
月
11
日
、
委
員
会
を
開

会
し
、
付
託
１
議
案
を
審
査
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

Q　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

記
念
品
費
の
詳
細
は
。

　
12
月
12
日
、
委
員
会
を
開

会
し
、
付
託
５
議
案
を
審
査
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

Q　
出
産
被
保
険
者
が
未
申

請
で
も
町
が
把
握
し
、
国
民

健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
る

の
か
。

A　
未
申
請
で
も
職
権
で
減

額
措
置
が
で
き
る
。
母
子
手

帳
交
付
と
の
連
携
を
想
定
し

て
お
り
、
漏
れ
の
な
い
よ
う

努
め
た
い
。

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

Q　
訓
練
等
給
付
費
、
障
害

者
通
所
等
給
付
費
は
大
き
な

額
の
増
額
補
正
で
、
前
年
度

決
算
額
と
比
較
し
て
も
大
き

い
が
。

A　
そ
れ
ぞ
れ
の
増
額
要
因

は
、
一
人
あ
た
り
の
単
価
が

A　
５
年
度

は
、
町
に
来

て
も
ら
う
体

験
型
の
返
礼

品
や
ド
ッ
グ

フ
ー
ド
な
ど

を
追
加
し
た
。

ま
た
寄
附
額

増
加
策
と
し

て
、
寄
附
検

討
者
が
本
町

の
返
礼
品
に

気
づ
く
機
会

を
増
や
す
た

め
、
ア
ク
セ

ス
す
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
３
カ
所
か
ら

７
カ
所
に
増
や
し
た
。
５
年

度
の
寄
附
額
は
10
月
現
在
で

２
千
万
円
を
超
え
て
お
り
、

寄
附
見
込
額
の
想
定
を
５
千

万
円
に
変
更
し
た
た
め
、
返

礼
品
の
報
償
金
を
増
額
し
た
。

上
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

Q　
財
源
と
し
て
国
か
ら
の

交
付
な
ど
は
あ
る
の
か
。

A　
お
お
む
ね
４
７
２
万
６

千
円
の
予
算
増
額
見
込
み
だ

が
、
交
付
税

措
置
で
対
応

で
き
る
。

部
落
差
別
の

解
消
の
推
進

に
関
す
る
条

例
の
制
定

Q　
差
別
書

き
込
み
の
削

除
要
請
が

あ
っ
た
際
の

対
応
は
。

A　
削
除
要

請
は
法
務
局

を
通
じ
て
実

施
し
て
お
り
、

体
験
型
返
礼
品
を
追
加

体
験
型
返
礼
品
を
追
加

務
建
設

総

出
産
被
保
険
者
へ
の
産
前
産
後

出
産
被
保
険
者
へ
の
産
前
産
後

相
当
期
間
の
国
保
税
を
減
免

相
当
期
間
の
国
保
税
を
減
免

活
文
教

生

条
例
制
定
以
降
ど
の
よ
う
に

実
施
す
る
か
は
今
後
検
証
し

て
い
く
。

（
そ
の
他
１
議
案
も
審
査
。

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可

決
）

産前産後の国民健康保険税免除の対象期間のイメージ

ふるさと応援寄附金体験型返礼品（消防体験）
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決 算 審 査

森林環境譲与税は里山保全などに森林環境譲与税は里山保全などに
活用できるよう制度設計中活用できるよう制度設計中

企
画
総
務

Q　
森
林
環
境
譲
与
税
は
森

林
の
機
能
回
復
や
整
備
な
ど

を
目
的
に
活
用
す
る
財
源
で

あ
る
が
、
充
当
の
状
況
は
。

A　
３
年
度
は
白
金
の
登
り

尾
公
園
に
木
製
遊
具
を
設
置
、

４
年
度
は
清
陵
中
学
校
に
生

徒
用
の
木
製
ロ
ッ
カ
ー
を
設

置
。
今
後
は
、
里
山
保
全
な

ど
に
活
用
で
き
る
よ
う
制
度

設
計
中
で
あ
る
。

Q　
今
後
、
Ｉ
Ｔ
化
は
必
須

の
状
況
で
あ
る
が
、
職
員
研

４
年
度
各
会
計
（
水
道
事
業
会
計
・
下
水
道

事
業
会
計
を
除
く
）
決
算
は
、
各
常
任
委
員

会
で
の
べ
４
日
間
に
わ
た
り
審
査・認
定
し
た
。

総
務
建
設

常
任
委
員
会

修
の
実
施
状
況
は
。

A　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
関
連
の
研

修
は
、
特
別
職
・
部
長
級
・

一
般
職
員
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
。

Q　
旧
六
瀬
中
学
校
の
電
気

料
金
は
高
い
が
、
代
替
方
法

と
し
て
ソ
ー
ラ
ー
発
電
な
ど

設
置
を
検
討
し
た
か
。

A　
デ
マ
ン
ド
方
式
で
廃
校

前
の
３
年
度
の
電
力
使
用
量

に
基
づ
い
て
の
電
気
代
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
、
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
な
ど
も
視
野
に
入

れ
て
検
討
し
た
い
。

Q　
中
途
退
職
並
び
に
育
児

休
業
の
取
得
に
よ
る
仕
事
へ

の
影
響
は
な
か
っ
た
の
か
。

A　
会
計
年
度
任
用
職
員
で

対
応
し
て
い
る
た
め
、
仕
事

へ
の
影
響
は
な
か
っ
た
。

Q　
土
砂
災
害
対
策
シ
ス
テ

ム
委
託
料
は
、
毎
年
費
用
が

か
か
る
の
か
。

A　
５
年
度
以
降
は
、
県
の

シ
ス
テ
ム
内
で
対
応
す
る
た

め
費
用
は
か
か
ら
な
い
。

Q　
防
災
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
が
機
能
し
て
い
な
い
よ
う

に
思
う
が
必
要
性
は
。
ま
た

代
替
案
は
。

A　
導
入
か
ら
５
年
後
に
見

直
し
を
行
う
予
定
。

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
会
場

設
営
等
業
務
委
託
の
内
容
は
。

A　
日
生
中
央
サ
ピ
エ
で
設

営
と
撤
収
な
ど
に
係
る
業
務

委
託
料
で
あ
る
。
医
師
会
な

ど
へ
の
委
託
料
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。

地
域
振
興

Q　
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ヌ
ー
ト

リ
ア
は
、
国
の
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
対
策
交
付
金
の
補
助

対
象
外
で
あ
る
が
、
町
と
し

て
は
。

A　
無
償
で
小
型
箱
わ
な
を

貸
出
。
捕
獲
し
た
場
合
、
町

で
処
分
の
支
援
を
し
て
い
る
。

要
な
橋
は
減
っ
て
い
く
と
考

え
る
。

Q　
地
域
公
共
交
通
会
議
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
住
民
の

意
見
へ
の
配
慮
は
。

A　
楊
津
小
学
校
区
、
大
島

小
学
校
区
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
で
意
見
交
換
会
を
開
催
。

多
く
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、

計
画
の
見
直
し
を
進
め
る
。

生　

活

Q　
社
会
福
祉
会
館
の
利
用

状
況
は
。
ま
た
、
今
後
の
利

用
は
。

A　
８
６
６
件
利
用
の
う
ち

１
６
５
件
が
有
料
で
あ
る
。

の
べ
１
万
３
６
２
１
人
が
利

用
し
た
。
７
年
度
末
に
貸
館

を
停
止
す
る
事
務
を
進
め
て

い
る
。

生
活
文
教

常
任
委
員
会

住　

民

Q　
が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
、
利
用

で
き
な
か
っ
た
人
は
い
た
か
。

A　
申
請
10
件
の
う
ち
、
１

件
が
所
得
要
件
で
不
承
認
。

Q　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
窓
口
で
、
本
庁
以
外

の
連
絡
所
や
臨
時
対
応
で
の

開
設
日
数
と
申
請
件
数
は
。

A　
合
計
17
日
間
、
５
４
７

人
の
申
請
を
受
け
付
け
た
。

Q　
不
妊
ペ
ア
検
査
助
成
費

や
不
育
症
治
療
支
援
助
成
費

が
決
算
額
に
計
上
さ
れ
て
い

な
い
の
は
申
請
者
が
ゼ
ロ
だ

か
ら
と
思
う
が
、
啓
発
や
周

知
は
。

A　
４
年
度
は
申
請
者
が
い

な
か
っ
た
。
５
年
度
か
ら
必

要
な
人
向
け
に
妊
婦
検
診
実

施
医
療
機
関
に
、
チ
ラ
シ
を

置
く
予
定
。

福　

祉

Q　
障
害
者
療
育
支
援
事
業

の
現
状
は
。

Ａ　
利
用
者
増
加
に
よ
り
、

週
５
日
体
制
で
最
大
限
の
利

用
状
況
で
実
施
し
て
い
る
。

Q　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

使
っ
て
い
な
い
２
階
を
、
暫

定
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
。

A　
障
が
い
児
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
と
し
て
活
用
す
べ
き
だ

が
、
多
額
の
修
繕
費
用
が
か

か
る
た
め
断
念
し
た
。
現
在
、

希
望
の
家
す
ば
る
の
別
室
と

し
て
い
る
が
、
今
後
の
利
用

方
法
を
模
索
す
る
。

教　

育

Q　
雑
入
全
体
の
収
入
未
済

額
の
中
に
、
学
校
給
食
費
は

含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
未
収

状
況
や
今
後
の
徴
収
の
め
ど

は
。

A　
未
収
額
の
全
て
が
学
校

給
食
費
で
あ
る
。
ま
と
め
て

支
払
う
こ
と
が
難
し
い
家
庭

も
あ
り
、
全
て
支
払
っ
て
も

ら
う
に
は
時
間
が
か
か
る
。

Q　
通
園
バ
ス
で
、
園
児
が

取
り
残
さ
れ
な
い
対
策
を
し

て
い
る
の
か
。

A　
５
台
全
て
の
バ
ス
車
両

に
置
き
去
り
防
止
装
置
を
設

置
し
て
い
る
。

Q　
移
動
図
書
館
の
年
間
利

用
状
況
は
。

A　
北
部
を
中
心
に
10
カ
所
、

年
間
１
８
６
１
人
利
用
で
７

２
９
０
冊
を
貸
出
し
て
い
る
。

１
コ
ー
ス
あ
た
り
、
最
大
利

用
人
数
60
人
程
度
で
最
小
利

用
人
数
は
７
人
。
全
体
的
に

例
年
と
比
較
し
て
増
減
は
あ

ま
り
な
い
。

Q　
情
報
教
育
推
進
環
境
整

備
事
業
費
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
係
る

補
助
員
１
人
を
雇
用
し
て
い

る
が
、
各
学
校
へ
の
派
遣
状

況
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
方

法
は
。

A　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
た

授
業
補
助
に
、
ほ
と
ん
ど
毎

日
派
遣
し
て
い
る
。

■ ４年度 各会計別決算状況 ■

■ 一般会計（収入・支出）の内訳 ■

会計区分 収入 支出 収支差引残額
一般会計 120億3087万円 116億8497万円 3億4590万円

特 

別 

会 

計

国民健康保険 32億6010万円 32億1943万円 4066万円
介 護 保 険 23億2282万円 22億3045万円 9237万円
後期高齢者
医 療 保 険 9億3818万円 9億2182万円 1637万円

奨 学 金 2733万円 2173万円 560万円
合　　計 185億7930万円 180億7840万円 5億90万円

※�各会計ごとの決算額を表示単位未満で端数処理をしているため実際の
決算額と一致しない場合があります。

■収入

■支出

町税 33.5%
40億2832万円
町税 33.5%
40億2832万円

繰入金 2.1%
2億4930万円
繰入金 2.1%
2億4930万円

自主財源
44.8%
自主財源
44.8%

依存財源
55.2%
依存財源
55.2%

繰越金 3.6%
4億3350万円
繰越金 3.6%
4億3350万円

その他 4.1%
4億9646万円
その他 4.1%
4億9646万円

その他 5.1%
5億9517万円
その他 5.1%
5億9517万円

使用料及び手数料 1.5%
1億7915万円
使用料及び手数料 1.5%
1億7915万円

地方交付税 20.7%
24億9068万円
地方交付税 20.7%
24億9068万円

 22.7%
億 万円

国・県支出金 22.7%
27億2483万円

町債 4.0%
4億8479万円
町債 4.0%
4億8479万円

譲与税・交付金 7.8%
9億4384万円
譲与税・交付金 7.8%
9億4384万円

民生費 32.1%
37億4682万円
民生費 32.1%
37億4682万円

教育費 17.0%
19億8727万円
教育費 17.0%
19億8727万円総務費 12.2%

14億2909万円
総務費 12.2%
14億2909万円

衛生費 13.2%
15億4099万円
衛生費 13.2%
15億4099万円

土木費 8.3%
9億6319万円
土木費 8.3%
9億6319万円

公債費 7.5%
8億8098万円
公債費 7.5%
8億8098万円

消防費 4.6%
5億4146万円
消防費 4.6%
5億4146万円

Q　
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

は
。

A　
職
員
だ
け
で
な
く
、
県

の
普
及
セ
ン
タ
ー
の
専
門
員

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
農

業
用
機
械
を
町
単
独
で
２
分

の
１
の
補
助
を
し
て
い
る
。

Q　
補
助
金
対
象
の
ソ
バ
が

不
作
と
聞
い
て
い
る
。
４
年

度
の
状
況
は
。

A　
４
・
３
ト
ン
。
平
成
24

年
度
に
16
ト
ン
と
い
う
豊
作

も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は

低
迷
し
て
い
る
。

Q　
猪
名
川
上
流
広
域
ご
み

処
理
施
設
組
合
負
担
金
は
案

分
で
決
定
す
る
が
、
ご
み
を

減
ら
す
啓
発
策
は
。

A　
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、

減
量
に
努
め
て
い
る
。

Q　
旧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
方
針
は
。

A　
撤
去
だ
け
で
も
補
助
金

対
象
に
な
る
よ
う
要
望
し
て

い
く
。ま

ち
づ
く
り

Q　
橋
り
ょ
う
維
持
補
修
費

に
つ
い
て
、
高
額
だ
が
い
つ

終
了
す
る
の
か
。

A　
平
成
27
年
度
か
ら
点
検

し
て
い
る
た
め
、
修
繕
が
必

清陵中学校の木製ロッカー

捕獲されたアライグマ

補修された観音橋（林田地内）

訓練士による療育訓練の
様子（ゆうあいセンター）

医療用ウィッグなどの購入助成
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主な
質疑

特
別
会
計

決 算 審 査

国
民
健
康
保
険

Q　
昨
年
度
に
比
べ
現
年
課

税
分
の
収
入
未
済
額
が
増
え
、

滞
納
繰
越
分
は
減
っ
て
い
る

が
、
徴
収
状
況
は
。

A　
高
い
徴
収
率
を
維
持
で

き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

未
収
額
全
体
で
は
、
５
年
前

に
比
較
し
約
半
分
に
減
少
し

て
い
る
。

Q　
一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
費
が
減
少
し
た
要
因
は
。

A　
被
保
険
者
の
減
少
や
国

保
の
年
齢
構
造
が
若
年
化
し

た
点
な
ど
も
要
因
と
考
え
る
。

介
護
保
険

Q　
認
知
症
初
期
集
中
支
援

事
業
の
取
組
や
成
果
は
。

A　
認
知
症
の
診
断
を
受
け

て
い
な
い
状
態
を
初
期
と
し

て
扱
う
。
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
で
、
具
体
的
な

対
応
を
考
え
て
い
る
。

Q　
健
康
長
寿
体
操
の
自
己

負
担
比
率
に
つ
い
て
、
今
後

の
助
成
比
率
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

A　
基
本
的
な
助
成
の
考
え

方
は
、
通
い
の
場
へ
の
参
加

者
の
裾
野
を
広
げ
る
方
向
で

検
討
し
た
い
。

Q　
介
護
保
険
事
業
計
画
で
、

基
本
残
高
が
増
額
と
な
っ
て

い
る
要
因
は
。

A　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
一

定
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

５
年
度
議
会
運
営
委
員
研
修
会
に
参
加

　

１
月
９
日
、
県
民
会
館
に
お
い
て
県

町
議
会
議
長
会
主
催
の
議
会
運
営
委
員

研
修
会
に
委
員
及
び
議
長
の
７
人
が
参

加
。
㈱
廣
瀬
行
政
研
究
所
の
廣
瀬
和
彦

氏
か
ら
「
議
会
運
営
委
員
会
に
お
け
る

運
営
上
の
留
意
点
」
と
題
し
、
議
会
運

営
委
員
会
の
意
義
や
役
割
、
議
会
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。

５
年
度
町
議
会
議
員
研
修
会
を
開
催

　

１
月
12
日
、
町
役
場
本
会
議
場
に
お

い
て
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
平
野

誠
氏
を
講
師
に
迎
え
、
町
議
会
議
員
研

修
会
を
開
催
し
た
。
議
員
16
人
が
出
席

し
、「
議
会
の
権
限
と
議
員
の
役
割
」

の
演
題
で
、
講
義
を
受
け
た
。

　

当
日
は
、
ま
ち
づ
く
り
大
学
の
受
講

生
も
傍
聴
席
で
受
講
し
た
。

これからもいきいき健康長寿

傍
聴
の
手
続
き
は
簡
単
で

す
。
当
日
議
会
事
務
局
で

傍
聴
受
付
簿
に
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

（
議
場
20
人
、
委
員
会
室

10
人
ま
で
）

３
月
定
例
会

〈
本
会
議
の
日
程
〉

　
第
１
日　
２
月
20
日（
火
）

　
第
２
日　
２
月
28
日（
水
）

　
第
３
日　
３
月
４
日（
月
）

　
第
４
日　
３
月
22
日（
金
）

〈
常
任
委
員
会
の
日
程
〉

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
２
月
21
日（
水
）

　
３
月
５
日（
火
）

　
３
月
６
日（
水
）

　
３
月
７
日（
木
）

生
活
文
教
常
任
委
員
会

　
２
月
22
日（
木
）

　
３
月
８
日（
金
）

　
３
月
11
日（
月
）

　
３
月
12
日（
火
）

※�

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
。

※�

議
事
の
都
合
に
よ
り
、
ま
た
、
感
染

症
等
の
状
況
に
よ
り
、
日
程
な
ど
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

みなさんもみなさんも
傍聴しませんか傍聴しませんか
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一 般 質 問ここが聞きたい

町
の
考
え
を
問
う

第
４
１
８
回
定
例
会　
一
般
質
問

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
は
、
一
般
質
問
の
動
画
が
視
聴
で
き
ま
す
。

（詳細は7～12ページをご覧ください。）

Q 自治会回覧板などデジタル化の検討は
A 先行導入した自治体の動向を研究

今
後
、
労
働
者
不
足
や
財
政

コ
ス
ト
抑
制
に
デ
ジ
タ
ル
化

は
必
須
で
あ
る
。
し
か
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し

な
い
人
も
一
定
数
お
り
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
課
題
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
活
動
で
あ
る
自
治
会
で
、

デ
ジ
タ
ル
の
回
覧
板
を
推
進

す
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本

町
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

地
域
振
興
部
長　
国
の
調
査

で
は
、
９
割
以
上
の
世
帯
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
保
有
し

て
お
り
、
自
治
会
で
の
デ
ジ

タ
ル
活
用
は
、
自
治
会
活
動

の
維
持
に
大
切
な
ツ
ー
ル
と

な
り
う
る
と
考
え
て
い
る
が
、

高
齢
者
な
ど
情
報
弱
者
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
や
費
用
負
担
な
ど
、

検
討
課
題
も
あ
る
。
先
行
導

入
し
た
自
治
体
の
動
向
を
研

究
し
、
検
討
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
の
回
覧
板
に
は
防

災
情
報
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
。

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
や
め

て
、
デ
ジ
タ
ル
の
回
覧
板
を

自
治
体
契
約
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
総
務
部
長　
日
常
使
用

さ
れ
る
も
の
を
活
用
す
れ
ば

防
災
情
報
を
効
果
的
に
伝
達

で
き
る
。
現
在
、
本
町
か
ら

の
情
報
発
信
の
主
軸
は
い
な

ぼ
う
ネ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
登

録
数
は
全
世
帯
の
半
分
程
度

で
あ
る
。
電
子
回
覧
板
の
普

及
率
が
高
い
も
の
で
あ
る
な

ら
、
戸
別
受
信
機
と
の
統
廃

合
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
に

な
る
と
考
え
る
。

山
やま

下
した

　修
おさむ

 議員

デジタルの回覧板が広がり始めている（イメージ）

質問順 質問者氏名 質　問　事　項

1 山下　　修
○住民活動のデジタル化をどう進めるのか
○防災のデジタル情報伝達も見直しを
○デジタル化を進める人材づくりを

2 福井　和夫
○新規就農者を増やす取り組みは
○阪急バスの「運賃上限200円バス」の導入は
○川西の「道の駅」計画の影響は

3 中 井 　 智 子
○ゼロカーボンシティを目指した本町の取り組みは
○メタバース（仮想空間）を活用した支援を
○公共交通の利用促進にむけた本町の取り組みは

4 末 松 　 早 苗
○公共交通の諸課題を問う
○共用基盤図作成事業の進捗状況は
○災害時のペット防災の考えは

5 山 田 　 京 子 ○参画と協働の推進にむけ
○道の駅いながわ機能拡大は

6 井 戸 　 真 樹 ○永続的な放課後児童育成室のあり方

7 吉 尾 　 　 豊 ○�危機感と緊急性の伴う地域共生社会に向けて、町の考えを問う

8 阪 本 ひ ろ 子
○町独自の奨学金制度の在り方は
〇移住定住施策の在り方は
○認知症施策推進計画策定への取り組みは

9 福 井 　 澄 榮 ○オーガニックビレッジの早期宣言を
○おでん列車の実現を

10 岩 木 　 　 慶
○０歳児から２歳児の子どもの保育料について問う
○習い事について問う
○英語教育強化推進事業について問う

11 山 下 　 隆 志
○�20年後、30年後を見据えて現在取り組むべき政策は
○町長選挙の公約の進捗度は
○残る任期１年半で実現したい政策は
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Q 脱炭素社会実現に水素エネルギーを
A 引き続き、調査研究に努める

Q 道の駅のリニューアルをすべきでは
A 老朽化による修繕工事など必要と認識

本
町
は
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
表
明
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
実
現
に
向

け
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な

い
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

地
域
振
興
部
長　
脱
炭
素
の

切
り
札
と
し
て
注
目
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
用
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
国
や
県
も
計
画

を
進
め
て
お
り
、
本
町
も
情

報
収
集
に
努
め
て
い
る
。
今

道
の
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
移
転
計
画

の
中
止
も
し
く
は
凍
結
を
確

定
さ
せ
な
け
れ
ば
計
画
が
立

た
な
い
が
見
解
は
。

地
域
振
興
部
長　
老
朽
化
に

よ
る
修
繕
工
事
な
ど
必
要
性

を
認
識
し
て
お
り
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。
移
転
計
画
を

中
止
と
表
明
す
る
に
は
農
地

法
・
関
係
機
関
・
起
債
な
ど

の
課
題
が
多
く
、
方
針
の
具

体
化
や
議
会
へ
の
説
明
に
は

時
間
を
要
し
、
方
針
決
定
ま

で
の
長
期
化
は
法
令
違
反
の

リ
ス
ク
を
高
め
、
訴
訟
へ
も

影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
現
在
、

凍
結
と
表
現
し
て
い
る
。

新
規
就
農
を
志
す
人
に
と
っ

て
、
現
行
制
度
の
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
と
思
う
が
、
新
規
就

農
者
を
増
や
す
取
り
組
み
は
。

地
域
振
興
部
長　
農
地
を
取

得
・
貸
借
す
る
際
の
要
件
の

「
全
部
効
率
利
用
要
件
」
の

研
修
を
、
町
内
農
家
の
元
で

年
間
１
０
０
時
間
以
上
受
講

す
る
こ
と
で
、
小
面
積
農
地

を
貸
借
し
営
農
で
き
る
制
度

の
構
築
を
検
討
。

バ
ス
上
限
２
０
０
円
運
賃
の

導
入
は
。

ま
ち
づ
く
り
部
長　
金
額
設

定
を
ど
う
す
る
か
、
ど
の
路

線
あ
る
い
は
地
域
で
導
入
す

る
か
、
対
象
と
す
る
者
を
限

定
す
る
か
な
ど
先
進
地
事
例

な
ど
も
参
考
に
し
、
慎
重
に

後
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

の
誘
致
や
中
間
貯
蔵
・
生
成

拠
点
の
可
能
性
な
ど
の
調

査
・
研
究
に
努
め
る
。

ひ
き
こ
も
り
の
実
態
把
握
や

支
援
の
ツ
ー
ル
に
メ
タ
バ
ー

ス
（
仮
想
空
間
）
の
活
用
を
。

生
活
部
長　
安
心
し
て
声
を

上
げ
ら
れ
る
場
を
ネ
ッ
ト
空

間
な
ど
に
作
り
出
す
こ
と
も

一
案
で
あ
る
と
考
え
、
社
会

全
体
で
多
様
な
支
援
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
る
よ

う
調
査
・
研
究
を
す
る
。

公
共
交
通
利
用
促
進
の
取
り

組
み
は
。

ま
ち
づ
く
り
部
長　
今
後
も

持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
目

指
し
て
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
充
実
な
ど
に
取
り

組
む
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の

意
見
件
数
が
少
な
い
。
パ
ブ

コ
メ
の
役
割
で
あ
る
参
画
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
に
は
、
も
っ
と
パ
ブ
コ
メ

の
実
施
を
周
知
し
、
多
く
の

意
見
が
出
る
よ
う
に
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
。

企
画
総
務
部
長　
パ
ブ
コ
メ

対
象
案
件
は
分
野
や
内
容
が

多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
関
心

度
や
内
容
の
難
し
さ
、
分
量

に
よ
り
意
見
件
数
に
多
少
が

あ
る
。
町
の
発
信
ツ
ー
ル
で

あ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
活
用
な
ど
様
々
な

媒
体
を
通
じ
多
世
代
へ
の
周

知
が
重
要
で
あ
り
、
結
果
と

し
て
、
パ
ブ
コ
メ
の
意
見
が

増
え
る
こ
と
は
望
ま
し
い
。

判
断
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

地
域
交
通
の
住
民
意
見
交
換

会
で
の
意
見
尊
重
は
。

ま
ち
づ
く
り
部
長　
定
時
定

路
線
の
阪
急
バ
ス
・
ふ
れ
あ

い
バ
ス
の
再
開
を
基
本
に
、

加
え
て
チ
ョ
イ
ソ
コ
を
組
み

込
む
こ
と
で
地
域
内
の
移
動

手
段
の
水
準
を
可
能
な
限
り

維
持
で
き
る
よ
う
に
検
討
。

川
西
の
「
道
の
駅
」
相
当
の

計
画
の
影
響
は
。

地
域
振
興
部
長　
仮
に
開
設

さ
れ
る
と
、
そ
の
運
営
内
容

に
よ
る
が
、
集
客
の
面
や
農

産
物
の
出
荷
に
プ
ラ
ス
あ
る

い
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

る
。

Q 新規就農者を増やす取り組みは
A 小面積農地を借りられる制度を検討

中
なか

井
い

　智
とも

子
こ

 議員山
やま

田
だ

　京
きょう

子
こ

 議員

福
ふく

井
い

　和
かず

夫
お

 議員

一 般 質 問ここが聞きたい

３
年
９
月
の
一
般
質
問
で
、

チ
ョ
イ
ソ
コ
い
な
が
わ
日
生

中
央
駅
前
に
ベ
ン
チ
設
置
を

要
望
し
た
。
そ
の
際
の
答
弁

は
「
サ
ピ
エ
内
に
あ
る
チ
ョ

イ
ソ
コ
セ
ン
タ
ー
を
待
合
室

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
開

放
し
て
い
る
」
で
あ
っ
た
が
、

乗
車
予
約
時
間
よ
り
も
早
め

に
乗
降
場
所
に
来
て
い
る
利

用
者
が
圧
倒
的
に
多
い
。
チ

ョ
イ
ソ
コ
い
な
が
わ
の
日
生

中
央
駅
前
に
ベ
ン
チ
設
置
の

考
え
を
再
度
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
部
長　
基
本
的

に
は
バ
ス
な
ど
を
待
つ
環
境

整
備
は
必
要
と
認
識
。
当
該

停
留
所
は
チ
ョ
イ
ソ
コ
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
で
待
ち
合
う
こ

と
が
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
は
適
し
て
い
る
と
考
え
る
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
機
能
や
サ

ピ
エ
利
用
状
況
に
も
よ
る
と

考
え
る
の
で
、
必
要
に
応
じ

て
ベ
ン
チ
設
置
を
検
討
す
る
。

災
害
時
、
ペ
ッ
ト
を
避
難
所

に
同
行
し
て
よ
い
の
か
、
そ

の
避
難
所
に
ペ
ッ
ト
の
居
場

所
を
作
る
の
か
な
ど
ペ
ッ
ト

防
災
の
考
え
は
。

企
画
総
務
部
長　
町
内
避
難

所
へ
の
ペ
ッ
ト
同
行
は
可
能
。

管
理
責
任
者
は
飼
い
主
が
原

則
で
、
同
行
避
難
を
想
定
す

る
場
合
は
迷
子
札
装
着
な
ど

必
要
な
準
備
を
し
て
も
ら
う
。

Q チョイソコの日生中央駅前にベンチを
A 必要に応じてベンチ設置を検討する

末
すえ

松
まつ

　早
さ

苗
なえ

 議員

チョイソコ日生中央駅前乗降場所にベンチを！！ 小面積農地で新規就農者を増やす（清水地内）

高齢者の手押し車などでは手狭な売り場（道の駅いながわ）

脱炭素ポータル（環境省ホームページより）
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Q 障がい者の親亡き後の生活維持は
A 地域生活支援拠点などの整備を促進

Q オーガニックビレッジ宣言を早期に
A 環境整えば宣言の取り組みも検討する

軽
度
の
障
が
い
者
の
親
亡
き

後
の
生
活
維
持
の
課
題
は
。

生
活
部
長　
様
々
な
困
り
ご

と
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
な

ど
の
整
備
を
促
進
し
て
い
る
。

障
害
者
手
帳
所
持
者
が
全
国

平
均
よ
り
本
町
は
少
な
い
。

障
が
い
が
あ
る
と
住
み
に
く

い
の
か
。

生
活
部
長　
心
身
及
び
知
的

障
が
い
者
は
国
の
値
を
上
回

り
、
精
神
障
が
い
者
は
人
口

規
模
が
近
い
町
と
同
水
準
。

施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
移

行
の
問
題
点
は
。

生
活
部
長　
事
業
所
が
限
ら

れ
て
い
る
。
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
支
援
な
ど
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

町
内
全
体
で
有
機
農
業
を
進

め
る
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ

ッ
ジ
宣
言
」
を
早
期
に
実
現

で
き
る
取
り
組
み
を
望
む
が
。

農
林
水
産
省
で
も
推
進
し
て

い
る
。

地
域
振
興
部
長　
県
内
で
は

豊
岡
市
、
養
父
市
、
丹
波
市
、

丹
波
篠
山
市
が
宣
言
し
て
お

り
、
地
域
ぐ
る
み
で
有
機
農

業
の
生
産
か
ら
加
工
・
流

通
・
消
費
者
ま
で
一
貫
し
た

農
業
者
、
事
業
者
、
地
域
内

外
の
住
民
が
関
与
す
る
体
制

づ
く
り
な
ど
を
、
行
政
が
主

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
有
機
農
業
の
理
解
が
浸

透
し
、
環
境
が
整
え
ば
取
り

育
成
室
の
指
導
員
リ
ー
ダ
ー

の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
る
。

最
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
問
題
も
あ
り
、

指
導
員
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
は

物
的
に
増
え
た
だ
け
で
な
く

詳
細
に
気
配
り
や
目
配
り
が

必
要
に
な
っ
た
。
ギ
リ
ギ
リ

の
人
員
配
置
の
し
わ
寄
せ
は

子
ど
も
た
ち
に
く
る
、
と
い

う
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
に

も
人
材
確
保
は
重
要
な
案
件

と
言
え
る
が
、
町
と
し
て
の

見
解
は
。

生
活
部
長　
町
で
は
小
規
模

の
楊
津
小
学
校
育
成
室
を
除

く
８
教
室
で
、
指
導
員
リ
ー

ダ
ー
は
２
名
体
制
で
対
応
し

て
い
る
。
加
配
も
、
支
援
を

支
援
を
必
要
と
す
る
地
域
住

民
と
行
政
の
仲
介
役
を
担
う

人
が
今
後
よ
り
大
切
と
考
え

る
が
現
状
と
課
題
は
。

生
活
部
長　
５
年
10
月
に
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
１
カ
所
追
加
。

新
た
に
女
性
相
談
員
も
確
保
。

課
題
は
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
行
え
る
体
制
整
備
で
あ
る
。

障
が
い
者
の
高
齢
化
に
伴
う

医
療
的
ケ
ア
の
対
応
策
は
。

生
活
部
長　
川
西
市
・
猪
名

川
町
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ

た
。
在
宅
ケ
ア
の
課
題
は
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
全
面
的
な
協

力
と
家
族
の
介
護
負
担
軽
減

で
あ
る
。

組
み
も
検
討
す
る
。

以
前
に
能
勢
電
鉄
が
、
お
で

ん
列
車
を
走
ら
せ
て
大
変
好

評
を
博
し
た
と
聞
い
た
。「
＃

猪
名
川
町
を
知
っ
て
も
ら
お

う
大
作
戦
」
に
叶
っ
た
イ
ベ

ン
ト
に
も
な
る
の
で
、
能
勢

電
鉄
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
走

ら
せ
て
は
ど
う
か
。

企
画
総
務
部
長　
電
鉄
会
社

が
鉄
道
の
Ｐ
Ｒ
や
営
利
事
業

と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
基

本
的
に
は
事
業
者
の
経
営
戦

略
の
中
の
収
益
性
な
ど
で
判

断
し
、
実
施
し
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

必
要
と
す
る
児
童
１
名
に
対

し
て
１
名
の
指
導
員
を
配
置

し
て
い
る
。
当
面
は
現
状
の

人
員
配
置
で
の
運
営
を
考
え

て
い
る
。

育
成
室
の
リ
ー
ダ
ー
指
導
員

は
、
正
規
雇
用
に
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、

町
の
見
解
は
。

企
画
総
務
部
長　
第
６
次
町

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

限
ら
れ
た
正
規
職
員
数
で
行

政
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
現

時
点
で
は
難
し
い
。
引
き
続

き
、
子
ど
も
に
適
切
な
養
育

環
境
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
、

町
職
員
が
常
に
育
成
室
の
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、
運
営

体
制
を
考
え
て
い
き
た
い
。

Q 永続的な放課後児童育成室のあり方は
A 状況を把握し運営体制を考えていく

吉
よし

尾
お

　豊
ゆたか

 議員福
ふく

井
い

　澄
すみ

榮
え

 議員

井
い

戸
ど

　真
ま

樹
き

 議員

一 般 質 問ここが聞きたい

町
独
自
の
奨
学
金
制
度
が
大

幅
に
改
正
さ
れ
た
。
所
得
要

件
が
９
１
０
万
円
か
ら
５
９

０
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

約
４
割
の
人
が
借
り
ら
れ
な

く
な
る
。
所
得
制
限
の
見
直

し
決
定
か
ら
保
護
者
へ
の
周

知
、
新
制
度
へ
の
移
行
ま
で

１
カ
月
余
り
と
は
突
然
す
ぎ

る
が
何
故
こ
ん
な
に
駆
け
足

で
す
る
の
か
。

教
育
部
長　
増
え
続
け
る
制

度
利
用
者
に
対
し
、
奨
学
金

会
計
の
維
持
が
困
難
な
状
況

に
。
４
年
度
決
算
の
収
支
が

確
定
し
、
最
短
で
６
年
度
中

に
貸
付
原
資
が
無
く
な
る
恐

れ
が
出
て
き
た
の
で
、
今
年

度
の
見
直
し
に
至
っ
た
。
町

の
制
度
を
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
存
続
さ
せ
る
こ
と

で
「
学
び
の
保
証
」
を
継
続

的
に
果
た
し
支
援
に
努
め
る
。

国
は
自
治
体
が
奨
学
金
制
度

の
支
援
を
行
う
こ
と
を
推
奨

し
、
交
付
金
を
活
用
し
た
若

者
の
地
方
定
着
へ
の
促
進
を

図
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
移

住
定
住
施
策
の
中
に
奨
学
金

返
還
支
援
も
加
え
る
べ
き
と

考
え
る
。
制
度
縮
小
の
前
に

交
付
金
活
用
の
検
討
は
。

教
育
部
長　
国
の
支
援
は
一

旦
返
還
し
た
奨
学
金
の
額
に

対
し
て
補
助
す
る
制
度
な
の

で
、
新
た
な
補
助
制
度
を
創

設
す
る
協
議
が
必
要
。
今
後

は
、
町
全
体
の
移
住
定
住
促

進
策
の
枠
組
み
の
中
で
検
討

す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識
。

Q 奨学金制度見直しは何故急いだのか
A 最短で６年度中に貸付原資がなくなる

阪
さか

本
もと

ひろ子
こ

 議員

６年度町奨学生募集のしおり
（町ホームページより） 町の留守家庭児童育成室の様子

「コウノトリ育むお米」農薬不使用化学肥料不使用

総合福祉センター（ゆうあいセンター）
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Q 町長の残り任期で実現したいことは
A 行財政改革による財政健全化が最重要

町
長
の
残
る
任
期
１
年
半
で

実
現
し
た
い
政
策
は
。

企
画
総
務
部
長　
ま
ず
は
行

財
政
改
革
を
推
進
し
、
財
政

健
全
化
に
近
づ
く
こ
と
が
最

重
要
と
考
え
る
。「
基
金
に

頼
ら
な
い
財
政
運
営
に
よ
る

財
政
健
全
化
」
と
「
ま
ち
の

魅
力
を
高
め
る
投
資
」
を
政

策
の
両
輪
と
し
て
位
置
付
け

て
お
り
、
そ
の
実
現
こ
そ
が

自
身
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で

あ
る
と
町
長
は
考
え
て
い
る
。

町
の
特
長
と
そ
れ
を
活
か
す

政
策
は
。

企
画
総
務
部
長　
大
阪
・
神

戸
ま
で
１
時
間
圏
内
に
あ
る

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の
保
育

料
無
償
化
も
し
く
は
一
部
補

助
を
予
算
化
す
る
必
要
性
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

生
活
部
長　
既
に
保
育
料
負

担
軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
家
庭
で
子
育

て
を
す
る
世
帯
と
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
、
現
在
実
施
す

る
予
定
は
な
い
が
、
今
後
の

社
会
情
勢
、
町
の
財
政
状
況

を
鑑
み
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
す
る
。

本
町
の
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

１
人
あ
た
り
の
保
育
料
を
各

家
庭
が
負
担
し
て
い
る
平
均

額
は
。

生
活
部
長　
保
護
者
の
所
得

に
応
じ
て
決
定
し
て
お
り
、

平
均
負
担
額
は
１
人
あ
た
り

と
い
う
都
市
的
利
便
性
と
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
併
せ
持

つ
と
こ
ろ
が
特
長
で
あ
り
、

こ
の
特
長
を
有
す
る
本
町
の

暮
ら
し
は
、
人
々
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の

と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
特

長
を
活
か
し
、
空
き
家
の
流

通
促
進
や
有
効
活
用
を
目
的

と
し
て
、県
と
連
携
し
た「
空

き
家
活
用
特
区
制
度
」
の
導

入
な
ど
の
様
々
な
移
住
定
住

施
策
を
進
め
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・�

20
年
後
、
30
年
後
の
猪
名

川
町
を
見
据
え
て
現
在
取

り
組
む
べ
き
政
策
は

２
万
８
８
５
６
円
で
あ
る
。

町
長
施
政
方
針
の
中
で
「
小

学
校
外
国
語
全
て
の
授
業
に

お
い
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
に
慣
れ

親
し
む
機
会
を
設
け
る
」
と

述
べ
て
い
る
が
、
本
町
に
派

遣
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
人

数
と
、
母
語
が
英
語
で
な
い

講
師
は
い
る
か
。

教
育
部
長　
現
在
Ａ
Ｌ
Ｔ
５

名
の
う
ち
、
１
名
が
母
語
を

英
語
と
し
な
い
。
な
お
、
派

遣
会
社
で
は
、
採
用
時
・
配

置
前
研
修
を
実
施
し
、
配
置

後
も
研
修
を
義
務
づ
け
て
い

る
た
め
、
５
名
と
も
十
分
な

資
質
を
備
え
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

Q０歳児から２歳児の保育料無償化を
A 今後、必要に応じて検討する

山
やま

下
した

　隆
たか

志
し

 議員

岩
いわ

木
き

　慶
けい

 議員

一 般 質 問ここが聞きたい

幼保連携型認定こども園  星の児園七夕

財政調整基金の年度別推移（町ホームページより）
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終活情報登録伝達事業を導入しては

令和元年９月定例会
住民が遺言書の保管場所や墓の所在地、
延命治療意思の表明など終活関連情報
を役所に登録し、万一の場合に、病院、
消防、警察、福祉事務所や、本人が指
定した人に開示し本人の意思の実現を
支援する終活情報登録伝達事業を導入
しては。

非常にデリケートな内容を含むことも
あり、事業内容について高齢者が理解
できるように啓発活動から実施し、終
活情報登録伝達事業も含めて県内近隣
団体の導入状況を見定めて検討する。

　終活サポートとして、エンディン
グノートを活用した講座などを実施
し、多くの人に受講してもらってい
る。エンディングノートに法的効力
はないが、身近な人が困らないよう
に、病気や不慮の事故にあった時の
延命措置についてや介護、葬儀・葬
式、お墓、ペットなど、様々な内容
を記しておけるようになっている。
　令和２年に相続法の改正が行わ
れ、法務局に「自筆証書遺言」を保
管できる制度が新設された。この制
度を利用すれば、遺言書を法務局に
預かってもらえ、遺言書の紛失や書
き換えのリスクを回避することがで
きるようになっている。

質 問

答 弁

現 在

いながわ
調査

隊 追うレンジャー 　
過
去
に
行
わ
れ
た

一
般
質
問
の
そ
の
後

を
追
跡
調
査
隊
「
追

う
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
が

調
査
し
た
。
第
42
回

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

次
の
質
問
の
そ
の
後

だ
!!

令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
で

被
災
さ
れ
た

皆
様
へ

　
こ
の
た
び
の
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
の
御
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
全
て
の
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
地
域
の

皆
様
の
安
全
確
保
と
被

災
さ
れ
た
皆
様
の
生
活

が
一
日
も
早
く
平
穏
に

復
す
る
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
も
皆
様
と
共

に
被
災
さ
れ
た
方
々
を

応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

委
員
の
異
動

○
生
活
文
教
常
任
委
員
会

　

末
松
早
苗
委
員
長
が

辞
任
し
、
福
井
和
夫
副�

委
員
長
が
委
員
長
に
、

井
戸
真
樹
委
員
が
副
委

員
長
に
就
任
。

○
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

末
松
早
苗
副
委
員
長

が
辞
任
し
、
岩
木
慶
委

員
が
副
委
員
長
に
就
任
。
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この広報紙は12,000部作成し、 
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まちかどワンショットまちかどワンショット

新
春
を
迎
え

  

ご
あ
い
さ
つ
を

    

申
し
あ
げ
ま
す

猪
名
川
町
議
会

議　
長

　
宮
　
東
　
豊
　
一

副
議
長

　
加
　
藤
　
郁
　
子

議　
員

　
福
　
井
　
澄
　
榮

　
丸
　
山
　
　
　
純

　
山
　
田
　
京
　
子

　
阪
　
本
　
ひ
ろ
子

　
末
　
松
　
早
　
苗

　
福
　
井
　
和
　
夫

　
井
　
戸
　
真
　
樹

　
山
　
下
　
　
　
修

　
中
　
井
　
智
　
子

　
山
　
下
　
隆
　
志

　
岩
　
木
　
　
　
慶

　
吉
　
尾
　
　
　
豊

　
高
　
岡
　
美
津
子

　
横
　
山
　
辰
　
哉

（
議
席
番
号
順
）

プ
ロ
テ
ク
ト
あ
に
ま
る
【
ね
こ
部
】

代
表　

髙
村　
友
佳

人
も
動
物
も
住
み
や
す
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

命の写真展＆動物愛護のパネル展

町唯一のえべっさん（笹尾地内）20歳になりました♡無病息災を願う（原地内）

まちの 声
　
プ
ロ
テ
ク
ト
あ
に
ま
る【
ね

こ
部
】
は
動
物
愛
護
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

犬
猫
の
殺
処
分
や
野
良
猫

の
こ
と
な
ど
、
動
物
た
ち
の

現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
人

が
増
え
る
よ
う
に
啓
発
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

野
良
猫
に
避
妊
去
勢
手
術
を

す
る
こ
と
で
一
代
限
り
で
見

守
り
、
最
終
的
に
は
野
良
猫

を
減
ら
し
て
い
く
活
動
「
Ｔ

Ｎ
Ｒ
」
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た

餌
や
り
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

４
年
か
ら
町
の
住
民
提
案

型
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
て
、

サ
ピ
エ
と
イ
オ
ン
で
「
命
の

写
真
展
と
動
物
愛
護
の
パ
ネ

ル
展
」
を
行
い
、
野
良
猫
の

相
談
や
、
命
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
を
設
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
先
日
初

め
て
、
自
宅
（
松
尾
台
）
で

「
お
庭
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

と
し
て
、
ペ
ッ
ト
や
野
良
猫
、

動
物
の
こ
と
を
相
談
す
る
場

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
で
再
度
開
催

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

動
物
に
優
し
い
、
命
を
大

切
に
で
き
る
猪
名
川
町
に
す

る
た
め
に
は
、
仲
間
が
必
要

で
す
。
動
物
の
た
め
に
何
か

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、

仲
間
に
な
っ
て
頂
け
ま
せ
ん

か
？

詳しくはこちら

猪名川霊園より




